










                             東北大学文学研究科 言語科学専攻 国語学専攻分野 








































































































提  出  者   楊  婧瑋 
論文審査担当者 
（主査）教授 小林 隆 
教授 大木 一夫
教授 甲田 直美
教授 小泉 政利 
論  文  名 現代日本語形容詞の装定と述定の研究 
本論文は、形容詞の装定（赤い花）と述定（花が赤い）の構文的機能を明らかにすることを目的
としたものである。全体は序論、本論、結論の３部構成をとり、１０の章から構成される。 
まず、第１部「序論」は２つの章から成り立つ。第１章では、形容詞の装定と述定に関する先行研
究を概観し、本論文の研究目的と位置づけを提示する。第２章では、本論文の研究対象と研究方法を
述べ、資料として『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』を使用することを示す。その上で、
形容詞の装定と述定との転換可能性を判定した資料に基づいて、量的な側面から形容詞の装定と述定
の使用実態を考察するとともに、論の前提として、現代日本語形容詞の文中で果たす構文的機能の概
略について紹介する。 
次に、第２部「本論」は７つの章から構成される。第３章では、形容詞の装定から述定へ転換でき
ないものを中心に取り上げ、それらの形容詞が被修飾名詞とどのような意味関係によって結びつくか
を分析する。第４章では、「新しい」を中心に取り上げ、形容詞の装定と述定における意味的特徴を
整理するとともに、装定から述定へ転換できない場合について、これらの形容詞の装定がなぜ述定へ
転換できないかについてその理由を分析する。第５章では、これまでの章の分析結果を踏まえ、形容
詞の装定から述定へ転換できない場合に関して考察を深める。特に、「難しい」を中心に取り上げ、
形容詞の装定から述定への転換パターンを整理しながら、形容詞の装定と述定における構文的機能に
ついてさらに記述する。第６章では、主に「明るい」を取り上げ、装定から述定への転換可能性を分
析するとともに、名詞の種類と範囲という側面から、形容詞の装定と述定の違いを考察する。第７章
では、第６章の分析結果を踏まえ、「明るい」を中心に形容詞の持つ主観的な側面から、装定と述定
の違いについて検討する。第８章では、被修飾名詞が動名詞である場合を中心に取り上げ、形容詞の
装定から述定へ転換できるものと転換できないものとを比較しながら、形容詞の装定における意味、
機能を考察する。第９章では、第８章の分析結果を踏まえ、主として「広い」について、形容詞の装
定における「部類わけ」の機能についてさらに検討する。 
最後に、第３部「結論」にあたる第１０章では、本論文の分析結果を体系的にまとめ、結論を提示
するとともに、残された課題について述べる。 
日本語形容詞の装定と述定についての研究はこれまでも行われてきたが、本論文は、装定から述定
への転換可能性という視点を取り入れたところが新しい。そして、形容詞と被修飾名詞との意味関係
を詳細に考察するなど、形容詞の構文的機能を分析的に浮かび上がらせた。その成果は、従来の形容
詞研究を大きく前進させたものとして高く評価できる。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
